




場所で起こるかについて、 おおよその 積していたことが明らかにされ ました。

























上記の( 1)については、 GPS （全
i 炉 地球測位システム）により、 かなり分かってきました。アメリカやスイスの
高精度地震計のセンサ一部分゜
トルコ六地蜃の高籟匿余置観爾1計画̶
トルコのスタッフと共同で地震計を設置しているところ
東部に、10点の観測点を設置しました。
設置した計器は、 1秒 間に1万ポイン
トのデー タを記録できる大変精度の高
いもので、このような精細な議論に耐
えるものです。
大地震の被災地に入るのはつ らいこ
とです。しかし、トルコの人々は、私
たちを暖かく迎え、 親切に地震計を設
置する場所探しなどを手伝って くれま
した。
再び大地震発生
観測は、 トルコのスタッフにより、
順調に行われていました。再び大地震
が発生したのは、 観測点付近で大きめ
の地震が連発しているとの連絡があっ
た数日後の11月13日でした。
この大地震は、8月の大地震の東隣
で発生しました。8月の大地震 ですべ
った断層の東部は、 1939年以来の一 連
の大地震の起こった断層から、 20km<
らい北に外れていました。その東隣は
まだすべっていない領域で、 次に大地
震が起こる可能性を指摘した人 もいま
したが、今回も発生時の予測 はできま
せんでした。
むすびに代えて
今回のように、起こりそうな場所が
狭い範囲に絞られている場合、 数日の
精度で予測することは無理で も、数十
日の精度で発生時の予測を可能にしな
ければならないと思い ます。そのため
には、大地震の発生の仕組みを 一 刻も
早く理解し、それに基づいた予測方法
を開発しなければなり ません。
私たちは今回も また無力でした。し
かし、できるだけ早く世の中の役に立
てるよう、日夜努力を続けてい ます。
トルコの皆さんにお世話になりながら
果たせなかった恩返しを、 いつか果た
せるときが来ることを信じながら。
（問い合わせ先：地球化学研究室
飯尾能久） ゜
